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高南中の学校運営協議会

校長 立花 忠司

月 1回程度 開催 され る学校運 営協議会 は、予定

している時 間を超過 するほど、議論が 白熱 してい

ます。様 々な立場の委員の皆様 か ら多様 な意見 を

聴 くことができた ことは、校長 と して大 変有 り難

く思 います。

そ して今年度 、委員の皆様 の高南 中への熱 い思

いを感 じなが ら、皆様 と共 に学校経 営を行 うこと

ができた ことに感謝 いた します。

いつも、生徒の ことを第一 に考 え どの様 な教育

が必要 なの かを考 えて いただいています。そ して、

学校支援本部や PTA、地域 の皆様 とも連携 しなが

ら、高南 中の教 育活動 を支 えていただいて います。

その結果 、今年度 は学校生活 にお ける様 々な場面

で生徒の活躍の場面 が増え、 自己の可能性 に挑戦

する生徒 が増 えています。 これか らも、高南 中の

さ らなる発展の ため に、 ご協 力 をいただ けれ ば幸

いです。 また、保護者 ・地域 の皆様 にも、学校運

営協議会 を参観 いただき、ご意見 をお寄せ いただ

けれ ばと思 います。

運 動 会

おおらかな生徒達

高南中学校学校運営協議会会長

堀 内 一男

始 業 5 分 前 にな る と、東 高 円寺 駅 前 か ら学 校

に向 か って猛 ダ ッシ ュす 高 南 中生 が 多 い 。3年

生 が走 る と 1・2 年 生 も走 る 。［・何 だ ? これ は ! 」

と思 い なが 始も 、高 南 中生 の心 の 中 が見 えて嬉

しい し、 葛 南 中学校 の 「学 校 運 営協 議 会 」は、

指 定 を受 け 4 年 半 にな る。 コ ロナ禍 下 の 3 年 間

は、学 校 の様 子 を見 守 り、「大 丈 夫 かな ? 」と心

配 す る姿 勢 が前 面 に出た が 、今 年度 には 「配 慮

し、工 夫 して 出来 る こ と は実 現 しよ う」とす る

学 校 の積 極 的 な姿 勢 を応 援 す る立場 に変 わ って

き た と思 って い る 。

特 に、今 年 度 は 、先 生 方 との懇談 、交 流 の場

が 多 くな り、学校 支 援 本 部 「高 南 会 」 の 学校 援

助 の場 も 多 く、 多彩 とな り、学校 との 関係 も強

くな ったの で はな いか と考 え て い る 。

合 唱祭
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今年度 の生徒 たちが定 めた 「運動会」 と

「合 唱祭」の ス ロー ガンです 。 「高み を見っ

めなが ら、徐 々 に努力を続 けようよ」の心

意気が伝わ ってきます。私達 「学校運 営協

議会」も、生徒 たちと同 じ思いを持 って 9

回の協議会 と 2 回の行事参観 に臨み ま した。
大橋 哲

(学校運営協議会委員)

佐藤 容子

(PTA 会長)
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♦♦♦♦・ 活躍 した高南中生 ・♦♦♦♦

校長 立花 忠司

今年度 の高南 中学校 の めざす学校像 の 1 つ と し

て、「一人 ひ と りの生徒 が 自 らの よ さを発揮 し、活

躍 で きる学校 」 を掲 げてきま した 。 コロナ禍 での

制約 を若干 設 けたものの 、概 ね例年 に近 い教育活

動 を行 う ことがで き ま した。特 に学校 行事 で ある

運動会 や合 唱祭 、校 外学習 、宿泊行事 の フ レン ド

シ ップス クール や修 学旅行 、 スキー移動教室 、地

域行事 の高南祭 な どで は、生 徒 が組織 す る実行委

員会 を中心 に、主体 的 に事 前 の準備 と本番 の運 営

に取 り組み ま した。そ して、すべ ての行事 を成功

させ る ことができ ま した。生徒 か らは、 「これ らの

行事 を通 して、他 の人 と協 力 して物事 を成 し遂 げ

る ことの大切 さを学べ た。」 との声 が多 く聞かれま

した。 まさ に 「行 事 は人 を育 て る」の通 り、生徒

は大 き く成 長 しま した / さ らに部活動等 の課外活

動 にお ける生徒 の体育 的 • 文化 的な活躍 も多 く、

日ごろの努力の成果 が発揮 され ま した 。

これ か らも、生徒 が 自らの可能性 を見 つ け、伸

ば してい けるような教育活動 を展 開 して いきたい

と思 い ます 。

♦♦♦・生徒たちの力を信じる ・♦♦♦

大橋 哲 (学校運営協議会委員)

学校 運 営協議会 で は各種 の教育調 査の結果 を見

て、その 問題 点 な どを議 論 して きま した 。全 国学

力 ・学習状 況調査 で は、「地域 や社会 をよ くす るた

め に何 をすべ きか考え る ことがある。」という回答

が全 国の平均 と比 較 して高 く、東京 都 の学力 向上

を 図るための調査 で は、「自分 が考 えた ことを 、積

極 的 に他 の人 や先生 に伝 えよ うと して いる。」とい

う回答 が東京都全体 の平均 と比較 して高 くな って

います 。

3 年 ぶ りに開催 され た高南祭 にお いても、生徒

た ちが 自ら企画 し、実行 するカ や小 さな子 ども た

ち に対 する細 やかな配 慮 が示 されて いま した 。高

南 中の生徒 たちの力 を信 じ、さ らに成長 させ て い

くことが学校 や学校運 営協 議会の役 割 だ と改 めて

感 じま した 。調 査 結果報 告 は 「高 南 だよ り 10 月

.・号 」 に掲載 され ていますので 、保 護者 の皆様 もそ

の 内容 を見 ていいただき 、 ご家庭 でも生徒 た ちの

声 に耳 を傾 け、学校 での生徒 たちの前 向きな姿勢

をその 目で見 ていただ けれ ば と思 います 。



♦♦・コロナ禍下の
「高南中学校」をみつめて . . .

江口 幸子 (梅里一丁目町会会長)

コロナ禍で基本的な感染対策は日常の習慣になつ

た三年間。中学生活の大半をコロナに振り回されて

きたと思います。感染防止対策という新たな責務が

加わったことで教職員の大変さも感 じます。

感染防止のため多くの制限が加わった学校生活は

子供たちにどんな影響を及ぼしたのでしょうか。調

査によると半数が 「なにもしたくなくなる無気力」

な気持ちになったといいます。学校生活の変化は

「孤独感」や人間関係を築くのが難 しくなったと思

います。また反面、子供たちの意識が変わり、勉強

に力を入れる子どもも増え、自立心がめばえ甘えが

無くなったような気もします。

令和 4 年度は学校行事の運動会、校外学習、修学

旅行、合唱祭などが実施され、子供たちの笑顔が見

られました。

運動会では笑顔と協力し合う子供たち、上級生が

下級生を支え励ます姿に感動すら覚えました。学校

を訪問すると子供たちの明るい挨拶と礼儀正 しい姿

に安心し、どんな境遇でも逞 しく成長してほしいと

願っています。 ♦♦♦・ 今後の部活動に思うこと・♦♦♦

小林 三津子 (利用者団体協議会会長)

高南中利用団体協議会会長を引き受けて 20 年。

学校と地域利用者との生涯スポーツ、文化活動の連

帯を図りながら体育館、校庭、音楽室を利用させて

いただいている中で、様々な生徒たちの活動を見て

きました。今年の合唱祭は大きなホールで開催、1

年生は少ない人数だったが初々しく、2 年生は団結

カのある歌声で、3 年生は舞台に立つ姿もお手本と

なる合唱の楽しさがあふれていてさすがでした。

また、杉並区の取り組みで 「部活動が地域移行す

るということ」で高円寺学園がモデル事業としてス

ター トしていますが、高南中学校としてはどうなっ

ていくのでしょうか。本格的な人口減少時代に次代

を担う子供たちが健やかで心豊かに成長を遂げてい

くためには、勉強は勿論のこと部活動をすることで

生徒と教師、生徒同士のコミュニケーションによつ

て皆で力を合わせそれを達成 したときの喜びや感動

は得難いものです。今の子供たちはどの様に考えて

いるのだろうか ? その取り組みについては今すぐ

決められる事ではないが、教師、保護者と共に生徒

の多様なニーズに合わせた部活動になることを期待

しています。
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♦♦・ 先生方と保護者、
地域の方の思い ・♦♦

佐藤 容子 (PTA 会長)

PTA の 代 表 と して 、様 々 な会 議 に出席 す る機 会

のあ った一年 で した。その 中の一 つ である学校運 営

協議会 で は、高 南 中の生徒 、学校 にかかわ る人 の思

いを強 く感 じる機 会 とな りま した。

8 月 に学年別教 員 との懇談 会 が あ りま した。高南

中 に通 わせて いる保護 者の一人 で ある私 にと って土

曜授 業 だ けで は見 え な い子 供 た ち の様 子 、頑 張 り、

また問題点 聞 く ことの 出来 る貴重 な 時間で した。会

議 に参加 している皆 が子供 たちが どうすれ ば学習面

や生 活面 の 向上 につな がるか真剣 に話 し合 う こ とが

出来 、先生 方の あふれ る思 いも感 じられ ま した 。

PTA で も何 か この よ うな 内容 を保 護 者 と共 有 す

るこ とが できな いか と考 え させ られ 、今後 の活動 に

つなが るき っか けをいただ きま した 。

♦♦♦♦♦地域の力となる
道徳教育を • ♦♦♦♦

志達 ネ。雄 (和田三丁目東町会会長)

高南 中の在校生 は 15 オ で卒業 して 、3 年後 には

「新成人」 とな ります 。 この仕 組み を、いか に有効

に生 かせ るか は、本校学校 区地域 の重要課題 です。

地域 の将来 を担 う高南 中生 に、在学 中か ら関わ って

ほ しい地域活動 は、母校 が地下直下型 地震 発災 時 に

担 う 「震災救援 所」の開設 と運 営への協力支援 です 。

際立 って 困難 な支援業務 は、厳格 な個 人情 報保 護 が

要求 され る 「要配 慮者 」の避難支援 です。要 配慮者

の個 人情報 は厳 正 な励 扱 いなの です が 、避 難 支援

者 が受 け持 つ当人の必要 最小 限の配慮事項 を承知 し

て いな い と、生命 に拘 わ る リス クを伴 うか らです。

高南 中在校 生 の最 大 の強 み は、何 時 に発 災 して も 、

必 ず地域 内 に居 て くれ る ことです。あ らか じめ支援

するべ き本 人 と必要配慮事項 も承知 して いれ ば、高

い成功 率 が期待 でき ます。 2 • 3 年生 の道徳 の授業

で個 人情 報の扱 い方 を学 び対象者 の情報 の事前把握

が可 能 な資格 を習得 させ て ほ しい と願 って います 。



♦♦♦・学校支援本部
「高南会」の役割 ・♦♦♦♦

豊 J¦¦ 充 子 (学校 支援 本 部高 南会 本部長 )

学校 の教 育活動 を支援 するため に設置 され た、

地域 の志 の ある人 たちのボ ラ ンテ ィア による組織

です。今年度の高南会のメンバーは、学校 ・地域 コー

デ ィネー ターを含 む 25 名 で活動 を して います。

大 きな役 割 と して は 2 つ に分 け られ ます 。① 教

員 の 負担 軽 減 、② 生 徒 た ちの学 習 支援 。教 員 の 負

担軽減 をするため、年度当初 、先生方 に年 間の教

育活動 の確認 や要 望 な どをお聞 き し、前年度 の高

南会 の活動 を報告 しなが ら、今年度 の事業 に結 び

つ けて います。情報 交換 やその都度先生方 と生徒

たちの様 子 を話 し合 いなが ら、最新の情 報 を共有

する ことで先生方 の手 の 回 らな い ことな どを支援

できるよう に努 めて います。生徒 たちの学習 支援

は 、先 生 方 と話 し合 った事 柄 を反 映 させ な が ら、

一人 ひ と りに丁 寧 に学習面 をサ ポー トして います。

多 くの生徒 に参加 して も らえるよ う、募集 時 に詳

しくお知 らせ した り、外部講 師 や学生 ボ ラ ンテ ィ

アを中心 に、生徒 た ちが楽 しく学 べ るよう工夫 し

なが ら進 めてい ます。

♦♦♦♦・ 高南中への期待 ・♦♦♦♦

木 ネ寸 房 代 (学校 支援 本 部高 南 会)

今 年度 の高南 中 c s は、新任 の立花校 長 を迎 え

和 や かな雰 囲気の 中、活動 が始 ま りま した。立花

校長 は 4 年前 には高南 中 に副校 長 と して CS を支

えて いただき、今年度 は校 長 と して、高南 中の生

徒の実 りある未 来 を委 員 と共 に考 え、学校 と して

できる所 は常 に前 向 き に実行 して います。高南 中

は若 い先生 、若 々 しい先生 が 多 くて集 団 と して は

活発 に コミ ュニケー シ ョンを と り、話 し合 って い

る姿 をよ く 目に します。職員 が快 活 であ る ことは

学校 全体 が明る くな る し、何 でも受 け止 めて も ら

える安心感 が生 まれ ます。 これ か らの高南 中 に大

き く期待 して います。委員 と学校 をつ な ぐ事 務局

は副校長 の若尾先生 、 どんな ことも受 け止 めて解

決 に導 いて くれ る大 きな存 在 で 、い ま高南 中 は新

しい情 報 開示 の方 向 に歩み始 めて お り、CS 委 員

も地域 も保護者 の皆様 もみ んなで見守 って いき ま

しよつ。

♦・ 「高南祭」を再開催できた喜び

宮 内 康 子 (青少 年委 員 )

「青春 ってす ご く密 なので」。夏 の 甲子 園優勝 高

校 の監 督 は、 コロナ禍 の青少年 たちの諸 々の気持

ちゃ現状 の 日々を 、涙 を流 しな が ら話 しま した 。

リアル タイムで聴 いて いた私 も 、も らい泣 き •••高

南 中生 の 「密 を回避」 しな けれ ばな らな か った 3
年 間を、思 い返 しま した 。そ んな中でも 、今年度

は立候補 した生徒実行 委員 を 中心 に、 「高 南祭」

(子 ども地域促 進事 業) を開催 できた ことは、大 変

意 味があ った と感 じて い ます 。当 日の来場 者制 限

につ いて 、地域 の方 々や低学 年児童 との交流 とい

う点 に課 題 が残 りま したが 、直前 まで準備 をする

生徒 た ちの様子 は、たわ いのな い会話 にも互 いを

感 じ合 う< 正 に 「密な青 春」 の 時間で した 。

.• この春卒業 する 3 年生 には、卒業後 も 「高南祭 」

経験 者 と して 、サ ポー ター役 で継続 して 関われ る

ような新 しい計画 を 、来年度 には取 り入 れ ていき

た い と思 ってい ます。事業 を生徒 と協 働 で きて 、

私 自身 幸せ な時 間で した。
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堀 内 男一 (和 三田 丁 目西町会会長 ) 和田 智美 (学校 部支援本 高南会)

今から 前 高南中 卒業 校学 近70年 に を し、 の く

師生活 教 道 選 常 高で しながら を び 南中の 、 に 生に

関 抱 今心を 日き、 に至つ い 時代て る。 によつて、

への 象|よ高南中 印 様 あ した々で るが、ぎすぎす 雰

気囲 無く 保護 協 体が 、 者達 力 制 強の が く、それに

応 先 方 気の を 感える 生 心意 常 続に じ けてきた。今

年度の 、第12月 6回 員会 。東CS委 で「全国 京

・都 杉 区教育調 」結 概 討並 査 果 況 検 行つの を た。

特 3年 科 ・ 。生 調 教 数 科に の 査 国語 学 見理 を ると、

高南中は 国 。全 東京 平均 回 学力の を上 り、 がしつ

身 つかり に る け 「友 協いてい だ ではなく、 達 力と し

たり う自分 違 意見 つ 考と に える 楽いて ことが し

い」「地域 社や 会 良を くする 何 大切でために が あ

考るかを え こ 」る とがある 答えと て る。 れい こ ら

教師 徒一人 状と の を く理は、 が生 ひ り 況 良 解し、

徒 つ生 分 興味 持 指が かり を 導 心 てい とを がけ る 共

師教 集 意思疎に、 団 通 で のの が豊か 、生 居徒 場所

づくり 本気 取に、 に り ん る組 成果 い

コロ 禍 昨年ナ で 、一昨年 行われ つは なか た「小

学 部 動体 、 は生 活 験」 今年度 第 使8月 1週を い 3

年ぶり 行に う が ら頃 中こと できました。日 か 小 連

携 交流 あ 間の は りますが、長時 小学 高南中生と 生

徒 接かか るが直 わ 体験 小学としては、 生のみなら

中ず 学、 生に 教おいても、 える 難ことの しさや年

下へ 慮配 な 貴 体の ど、と も 重 験 機会とて な の なつ

初てい 。 めます 緊張 小学 中は して た 生 学い も 生の

優 い対応 終し で、 わる の の と部ころには び び 活動

馴染 体験後小に み、 学 「生から|よ く凄 楽 つしか た |

○○部オ 徒 「ススメ !」、生 か 小学 メら|ま 生 ッチャ

かわいい |」 と、普段 見では ら なれ 子供い たちの

面 見を る が一 こと できました。応援 来 高校に た 生

も卒業に しても母校 繋 安と が る 心感 先つてい や 生

との信頼関係 伺 知も え る がこと できました。杉十

小 練校塩 長 小学つと が できるから、も 生 参加 仕組

考みを えた 意向 伺 徒 のい、 たち 主いとこ を 生 自 性・

でい と えよう。 主体性を育 取 組 役む り みを支える 割を CS委員と
充実してさらに さ 思いせたいと ました。

令和 4年度 学校運営協議会の主な協議肉容と活動

麺護褻亜妻]今回 委員 皆 ーは の さんか テ 設 高南ら マを けず自由 中へに、 思 書の いを てい いただきました。それぞれ 被 ことが る なく広い視

で高 へ点 南中 熱 思 語 高南の い いを て ます 中 徒 ちが のつ い 。 の生 た 地域 中 見守 れ 健 成で ら て やか 長 未来 担 にに して を う人 育つてほしいと

思います。                                        木村 房代 (学校支援本部高南会)

1 開催日 な 協主 議 事 項 と活 動 内容

1 14月 21日 (木 ) 新 、委員 新任 の教員 紹介 今年。 度 学校 協の 運営 議会 確認の 。

の が参 15月 28日 (土 ) 運動会の参観 (保護者 学年別参観 見事)。 徒の に生 全力躍動 拍手。

2 16月 25日 (土 ) 業 、 への授 参観 高南中 待と 望。 学期 要 修 旅行の ー 信配 拍手メ ル に 。

317月 15日 (金 ) 1学 の期 学校状況 (落ち着いている生徒)土曜英語への高い関心。

4 18月 26日 (金 ) 年学 別 CS委員と教師の懇談。英検・数検への参加者と高い向上心。

5 110月 8日 (土 ) 徳 業の道 授 参観 分。自 考の えを積極的 述べ 徒生 にに 合う 達 拍手。

参 111月 4日 (金 ) 合唱祭参観 (杉並公会堂)大きな舞台を保護者と同時に参観。

6 i 12tr128G) 学習調査・体力調査を巡つて。生活指導上の諸課題について。

7 11月 27.日 (月 ) 実施に きで た今年度の 校全学 行事。CSだよりの発行について。

学校評価 ンア ケー の とト 分析 次年 の度 教育課程 承認の 。

・ つ9 13月 20日 (月 ) 今年度学校運営協議会の反省と来年度の日程 検討事項に いて。

8 13月 3日 (金 )


